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OSF*./DcEが目指す世界 DCE(Distributed Computing Environment=分散コンピューティング環境)は複数のワークステーションから成る

分散環境を,シングルイメージでユーザーに提供する｡

複数のワークステーションを結合することによ

-),システムの処理性能･運用コストを業務に必要

な能力に適合させてコストパフォーマンスを上げる

ことができる｡しかし,今まではメーカーが異なる

とワークステーションの結合が困難であった｡

ここで紹介するDCE(Distributed Computing

Environment)は,各メーカーの相違点を二取i)除き,

セキュリティなどの最新技術を耳丈り込んで,標準化

を図るものである｡具体的には,DCEは以下の標準

技術を提供している｡

(1)複数AP(Application Program)を高速に動か

す機能

(2)別ワークステーションのAPを結合する機能

(3)ネットワークの構成が変わってもユーザーに意

識させる機能
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不正なアクセスや妨害を防ぐ機能

棲数システムの時刻を一致させる機能

複数システム上のファイル群を,あたかも一つ

のシステム上のファイルとして見せる機能

これらの技術により,分散したワークステーショ

ン上のAPをあたかも1台のワークステーション上

で動かしているかのように見せることができる｡し

かも,これらの機能がベンダを問わず標準として使

用可能であるため,エンドユーザーはネットワーク

の使用にあたって,機種間の相違による技術的困難

の解決,分散による情報の漏れなどの運用面での問

題解決の手間を削減でき,従来どおりの方法で仕事

を続けられるとともに,システムのコストパフォー

マンスの向上などのメリットが得られる｡
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n はじめに

DCEは,OSIJが1〔)90で1‾二に捉賀して1993f卜から問兆し拉

†jししている分J托コンヒューティング堀磁である｡その韮

本州念は､某朋二号准をIl才汚すCSS(Cliellt Ser＼′er Sys-

telll)以喘のためのオーブンプラットフォームの提供で

ある｡

DCE(7)朋三安を図lに′Jミす｡

ワークステーションやパソコン(パーソナルコンピュ

ータ)托附の稚山引二付い,システム構築はメインフレーム

小心♂〕け化かJ),ワークステーション,パソコンを核と

した分放システムの帖代に柊てi▲した｡

分散システムは,従水の肘-いシステムに比較して,(1)

‡川fに応じて,ワークステーションの坤h没などによって

システムを封Lふやすい,(2)エンドユーザーコンビューテ

ィングがしやすいなどのメリットがある｡一ノ/,(1)指紋

に旧する柁術仙ケ仙ミi■ikが必臥(2)ネットワーク_卜叫1柑ほ

う三川出さjLるIFり也ち▲どのデメリットがある｡例えは 従来

プH州kシステムは 多放/川ミするワークステーション,

パソコンIiりをファイル虹送やりモートログインで接続し

たり､-･榔;のワークステーションl～りでファイルJlこイ√した

りするだけであった｡しかも,そ叫‾衣紋丁紙きに微妙な

州道があノノたりするたれ マルチベンダでのシステム構

築に1棚卸があ一-jたり,l■り一一メーカーのシステム構収でも,

システムノ〕†1･こ＼1ニ(機詰:吉山れユーザー山加など)に倒する

什菜プ)コストがかち･り.1■Jjか一-)た｡また,ネットワークを

流れる十l川之の仙;一望や､イ1､11ユーザーク)排除など,対師`.;i:

什,セキュりテで】｢liで叫!り越があった｡

Lたかノーノて,寸+川抑Jにネ･ソトワーク･は純に.拝しいユー

ザーをドjミき,木f2仰小二分l一枚以J`指をや人できるユーザーは

部門ネットワーク

園丁

+

戯 国

[:=コ

L

DCEは,エンドユーザーに

対Lて分散環境のさまぎ
まな資源に自由にアクセ
スする環境を提供する｡
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DCEは,六つのサービスで構成する
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l肥られていた｡

DCEは､粒数のワークステーション問でのプログラム

の音.】イナノノJてを標準的に設左し,それを基に,分散システ

ムをあたかもシングルシステムのように見せかけるため

の芥椎機能を提供することにより,′ト規模から大規模の

分散環境を楢葉したいと考えてし､るエンドユーザーにイ

ンフラストラクチャを提供しようとしたものである｡

ここでは,DCEが提供している機能慨紫と,DCEを‾支

援するソフトウェア,および具体的な応哨システムにつ

いて述べる｡

凶 DCE機能の概要

DCEは,袖数のサーバ,クライアントシステムを統令

して拙い,-一つのシステムのように利f打者に見せるもの

である｡

こゴLを`ノミ現するために,大きく六つの機能サービスを

拙伏している｡

(1)スレッド機能

アプリケーションプログラムが一つの処理を高速に処

印するために,ネットワークに接続された裡数の計算機

を仕って_並列処印するための機能である｡

(2)RI)C

他システム_卜のネットワークを介して,ライブラリを共

イrするための機能を一夫呪するものである｡RI)C(Remote

I)r()Cedし1reCall)を使うことにより,手並米のローカルシス

テムク)ライブラリ関数コールと卜i=ニように,他ワークス

テーショントのライブうり関数を呼び‖すことができる｡

1‾)CEの1くⅠ--Cは,従水のRI)Cに追加してデータ保戒機

能,.払言i仁機能を手与っている｡

(3)CDS(CellDirector〉r Serヽ′ice)

DCE_卜のさまぎまな資兆ミ(ファイルやサーバアプリケ

ーション)の位i左などの属件情辛】iを管理し,DCEの加入

‾芥に対して械什1清純を検索するサービスである｡これに

よってDCE加入‾名▲は,分散堀喘のさまざまな資源に対し

て‖山にアクセスすることができる｡

(ご′l)セキュりティサービス

Ⅰ)CEに仙人したどの計算機からログインしても,止し

いユーザーであることを確認し,本人の身分証町itミニの充

子J･をキfう｡また,ネットワーク内のさまざまな資搬にア

クセスするl祭に身分証りJ器を使ってアクセス権をチェッ

クし,ユーザーの人切な賛兆(をイ(l】_三なアクセスから守る｡

(5)タイムサーービス

DCEに仙人した計算機の時刻情糀を同期させる｡これ
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により,分散環境での時刻を使ったイベント処理を_l卜し

くiノーうことができる｡

(6)DFS(Distributed Filillg Systenl:分散ファイルサ

ービス)

ネットワーク内に分散したファイルをローカルなディ

スクのファイルとドilじように扱うことができる機能であ

る｡広域な(乍壮禅的な)ネットワーク環境で-一つのファ

イルシステムを構築することも‾吋能であり,DCE加人二芹

は令冊界のファイルにl二l巾にアクセスできる｡

田 DCE上のアプリケーション

3.1分散アプリケーション

分散アブ■リケーションは,サービスの要求をH-1すクラ

イアント側とサービスを処理するサーバ側とに分かれ

る｡DCEを使うことにより,分散アプリケーションは以

卜に述べる柑丘を持つことができる｡

(1)件触｢りト

スレッド機能を倣うことにより,クライアント側では

サーバからの処押応答待ちの例に他の処押を行うことが

でき,アプリケーション乍体の件能什Flが凶れる｡

(2)イ≠り二越川性

分散環境ではクライアント,サーバが,異なったハー

ドウェア,オペレーティングシステムr-･で軌作すること

が安求される｡

このようなとき,DCEではRPCを使うことによって､

クライアント,サーバ1削で歩きなるデータ型(浮軌小数ノ1く

左記,紫牧夫.一言Lなど)を口軌的に変換してくれるため,

アプリケーション間ヲ芭の際に意識する必繋がない｡

(3)移他件

DC上ミは,オペレーティングシステム_卜で基本什様ソフ

トウェアを松伏しており,そのAPIに従ってAPを開発す

れば,他社のOCE卜へは山コンパイルだけで移植でき

る｡また,l二けLl勺のより件能の試いハードウェア__卜のワ

ークステーションのDCEへも移植できる｡したがって,

l糾碓･′夫子fマシンが与モなる場合,ハードウェアの郁(ナで

サーバプログラムを移植しなければならない場合でも苓

凱二移植することができる｡

(4)システム管二哩の容馴生

サーバプログラムやワークステーションの台数が少な

し､場介は,システム管J牡者がその情報を一フ亡的に管理す

ることができる｡それらの情事削よクライアントシステ

ムに上兼ファイルとして持たせ,システム管f里一石がメン

テナンスしている｡

しかし,彩よ模が人きくなるとょ義ファイルのメンテナ

ンスはl奉は削二なる｡そのため,DCEのCDSを川いること

によって以‾卜のように改善をlぎ1ることができる｡

サーバプログラムは,､-/二上げ峠にCDSに動作i汁辞機の

仲買情事【ほ登蝕する｡クライアントプログラムは,CDSに

サービスを依頼したいサーバの代置情報をⅠ=い介わせる｡

これにより,システム管巧描▲がメンテナンスしなくて

もサーバプログラムを捜しJ11すことができる｡

(5)セキュりティの催促

分散環損が普及するとネットワークを介してさまざま

なサービスが提供される｡また,サービスの掟伏対象が増

加するに従って,不‾∩ミに利用されない機能が必‾射こなる｡

例えは 流通業の小三月絹㍉哩システムについて‾考えてみ

る｡これらのシステムの情事馴ま,小売業,メーカー,ユニ】J

ノ三業などが汁叶した他業種には公開したし､｡しかし,振

介川手には公開したくないという要求がある｡つまり,

オーブン件と保護を向上させなければならない｡

これに対しては,DCEのセキュアRPCが使える｡セキ

エアRPCを川いると,サーバプログラムはクライアント

プログラムを大行しているユーザーをチェックし､lト11

なアクセスであるかナチかを確認することによl),イく､11ア

クセスを防_1卜できる｡

((i)刷1特害性

分散環磁では,特にサーバのl埠苫に批正する必一班が

ある｡

DCEでは,米本サーバ(CDSやセキュリティ符雌=Jサ

ーバ)に"Replica”と呼ぶ梅製を片ほすることにより,サ

ーバダウン時に日勤的に切り換えることができる｡

3.2 DCEのアプリケーション

DCEグ)アプリケーションとして,分散局境に離散して

仔f仁する(例えば,本紙 研究所,‾l二域)データベースを

統†ナして一つの仮想的なデータベースに止せることによ

り,経一打名`の意思i火左の支援とする｡

一党柾分散データベースシステムIDAS(Illter()Perable
Database Access Service)について述べる｡

InASの概念を図2に示す｡

DCEを企業システムに過川するにあたって,分散デー

タベースシステムをDCE_1二に一丈呪する｡

順次,データベースを導入してきた企業では,部1■■に

とに累なるデータベースが混在している｡特に研究叶と

総務と子音うように業務形態が異なれば,使川するデータ

ベースの椎類も異なる｡他業種とのかかわりが強い_介‾業

(例えば,流油菜)などでは,分散データベースへの‾要求

37



456 日立評論 〉OL.76 No.6‥994-6)

⊂7

アプリケーションプログラム

lDASクライアント

OSF/DCE

他のデータベース

/
⊂フ

APl=

×/Ope[*(CLl)＋
Naming＋Securlty

RPC

国
SOLゲートウェイ

(lDASサーバ)

OSF/
DCE

XXX

′Net

ACCEL+
′

Net

SOJ

Net

Network(OSF/DCE)

SO+

ち＼
仁コ

[コ

]NIFY**

SQL

SO+

ORACJE*キ*

インプット

⊂]

パソコン

インプット

｢コ

が強いとともに,情報アクセスパスに対する保護の要求

が高い｡また,企業の経営者層は,部門ごとのデータを

統合して意思決定の素材としたい｡

これらの要)Kに対して,IDASでは,異なる複数のデ

ータベースを一つの論理データベースに見せることを可

能にしている｡これにより,部門ごとに導入されたデー

タベースを-一つのデータベースとして各種データベース

アクセスソフトウェアから参照することができる｡この

ためのインタフェースとして業界標準のⅩ/OpenのCLI

(CallLevelInterface)(ODBC:OpenDatabaseCon-

11eCtivity)を使用している｡

このインタフェースは,ほとんどの表アプリケーショ

ンを採用しているため,異種データベースアクセスが手

慣れたAPでも‾吋能となる｡また,DCEのセキュりティ機

能によってネットワーク_卜のデータを暗号化しているた

め,朴外との接続でもデータを盗聴される心配がない｡

また,レプリカ機能を用いることにより,対障害性を向

ゝ上させている｡IDASの考え方を図2に示す｡
IDASはDCE__l二に分散データベースアクセスサービス

を実二呪したものであり,DCEを採用することによって以

‾卜の特長を持つ｡

(1)セキュリティの確保

各データベースには会社内の機密情報が含まれる｡た

とえ,専用回線で接続したとしても,盗聴の枯険は消え

ない｡また,自社以外のデータベースとの接続を想定す

ると,その危険はいっそう増す｡そのため,DCEを川い

ることにより,その強ノJな認証機能とデータ暗号化で高
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注:略語説明ほか

APl(Application仙erface)

SQL(StructuredQueryJa=一

guage)
* X/Openは,×/OpenCo什

PanyJimltedの商標であ
る｡

**]N肝Yは,米国Unify
Corp,の登録商標であ
る=

*** ORACLEは,米国
0｢acle Co｢po｢atiorl

の登録商標である.

図2 DCEハDASの概念

IDASはDCE上で,異種デ

ータベースを統合し,あた
かも一つのデータベースと

してユーザーに提供する｡

レベルの機密性護を達成することができる｡

(2)マルチベンダ環境での村互接続性

〔1社内でも,事業所や業捌こよって使糊するハードウ

ェアは巽なる場合が多い｡DCEを円いることにより,マ

ルチベンダ閃での榊互接続のドり題はなくなる｡

(3)古い拡張件

DCEは,クライアントサーバアーキテクチャであり,

またハードウェアの別模などに依存していない｡これに

より,情報端,処理量およびユーザー数の増加に応じて

サーバ機･ワークステーションを随時追加することが‾吋

能な柔軟なシステムを構築することができる｡

巴 おわりに

将来の分散コンピューティング環境の標準となるOSF/

DCEのl=†二製作所版について,その機能,応什Jについて

述べた｡DCEは,分散システムを統f州勺にシングルシス

テムと同等に動作させるための諸機能をまとめ,標il印くJ

に似刷できるようにしたものである｡このため,マルチ

ベンダ環.囁での分散環境の構築が字手易になるとともに,

システムの段階的構築が叫能になること,情報の保讃,

システムの対陣青件能の向卜などを【測ることができる｡

これらを浦和して,システムの段階的構築や,事業所

制,果菜梓間の分散システムの構築,それに作うセキュ

りティの問題解決,システム構築の授推さの解消などを

ユーザーに提供していく｡




